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タイの高等教育機関の日本語教師の異文化間協働

―日本人教師の意識変容に着目して―

 山本由美子

タマサート大学　教養学部

ポラニー　ピナンソッティクン

タマサート大学　教養学部

 

要旨

	 本研究はタイ国の大学において日本語を教えている日本人教師の異文化間協働に対する意識変容

の実態を解明したものである。日本人教師3名にインタビューをし、ナラティブ手法によって語りから個々

人が持っているタイ人教師との協働の実践経験、問題点、対応の仕方、理想像を抽出した。その結果、

以下の点が明らかとなった。

	 1）	 日本人教師は異文化間の衝突をして継続的な関わり合いを通して乗り越えるという理解するため

のプロセスを踏む必要がある。

　	2）	 日本人教師にとってよい協働、つまり理想に近い協働を実現するためには対等な関係で話しやす

い双方向の協力を提供する現地の相手が望まれている。

　	3）	 理想的な異文化間協働の状態を成立させる場合は、相手の協力や当事者間の関係だけでなく、

協働文化を育む良好な人間関係が築かれた職場環境も重要な構成要素となる。　

キーワード：  協働、異文化、日本語教師、タイ、意識変容
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Abstract

	  This article presents the results of a study on Japanese native teachers’ change of 
views toward intercultural collaboration during their time of working at a university in Thai-
land. Three Japanese native teachers were interviewed. The narrative analysis was used to 
extract each participants’ collaborating experiences, collaborative problems, problem handling 
methods and concept of ideal collaboration through their autoethnography. The results clarified 
the following aspects.
	 1) Native teachers need to go through the process of cross-cultural understanding by 
letting conflicts arise and overcoming them with a long ongoing involvement.
	 2) To have a successful collaboration, a local partner who is easy to talk to and treat 
native teachers equitably is desirable.
	 3) To achieve the most ideal form of cross-cultural collaboration, not only the coop-
eration of the partner but also a healthy work environment that promotes collaborative culture 
is an important component. 
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タイの高等教育機関の日本語教師の異文化間協働

―日本人教師の意識変容に着目して―

山本由美子, ポラニー　ピナンソッティクン

1.　はじめに 

	 日本語母語話者教師が、海外の日本語教育機

関で仕事をする際に、現地の教師との関わり合い

を全く持たずに仕事を遂行することは不可能であ

ろう。関わり合いの程度の差はあれ、何らかの形で

現地教師と関わり合いながら仕事を遂行していく

ことは避けられない現実である。従って、日本国内

から海外の教育機関へ移動する日本語母語話

者教師は、移動に伴うさまざまな環境の変化の

一つに同僚の中に現地教師が含まれることに対

して何らかの心構えのようなものを持って現地に

臨むのではないだろうか。

	 タイの日本語教育現場においても、タイ人教師

と日本人教師が多種多様な形で関わる必要が

あり、それぞれの教育機関や担当する科目によっ

て実際の関わり方が違う。ティーム・ティーチング
1のような形態で同じ科目を担当するなどの接点

がなければそれほど深く関わる必要はないが、

同じ科目、同じ学生を担当するような場合はかな

り密接に関わる必要が出てくる場合もある。筆者

らは、大学で日本語を教え4年間同じ科目をティ

ーム・ティーチングで担当してきた。数年のティー

ム・ティーチングの過程で、日本人教師とタイ人教

師の関わり合いの変化とそれに伴う実践の著し

い変化があり、それらの変化が筆者らの本研究

へのきっかけとなった。

	 本研究はタイの異なる高等教育機関に所属し

ている日本人教師の語りを通して、タイ人教師と

の関わり合いの変化という側面から実践におけ

る異文化間協働の実態を見出すものである。平畑

（2014）では、国際交流基金による調査から、世界

のすべての日本語教師の中で母語話者教師の占

める割合や地域別に見た母語話者教師の比率、

さらに各地域の教育機関別母語話者教師の比率

を提示したのちに、「海外の教育現場で活動する

母語話者日本語教師たちの実情について、明らか

にされていることは非常に少ない（p.18）」と述べて

いる。そして「彼らはどのような理由で日本を離れて

そこに行き、そこでどのように日本語を教えているの

か、正式に調査されたデータはなく、把握されてい

ないことが多い」と言う。

	 日本人教師がタイで働くことを選んだ理由は様

々であり、現場でタイ人教師とどのような形態で教

えているのか、どのような連携の元で授業が行わ

れているのか、教え続ける中でどのような変化があ

ったのか、そのことが今の自分にどのような意味を

与えているのかは、人によって異なるだろう。本研

究では、異なる教育機関に所属する3名の日本人

教師に、タイに来ることになったきっかけや理由に

始まり、今に至るまでの経緯を、実践でのタイ人教

師との関わり合いに焦点を当てて語ってもらった。

そして、語りに表れた意識変容の部分に着目し、

協働という観点で考察した。日本人教師のタイに

おける異文化間協働について考察することは、今

後、タイに限らず海外の日本語教育現場にも示

唆を与え、さらに日本国内、海外を問わず多様な

文化的背景を持つ者で構成され、業務を遂行す

る仕事場面における協働を支える環境づくりを考

えるうえでも意味があるのではないかと考える。

2.	本研究に至る経緯

	 本研究は、A大学で筆者らが担当した「初級日

本語会話授業」におけるタイ人教師と日本人教

師の3年間の実践での関わり合いの変化に注目

したことから始まった。協働という観点からその関

わり合いの変化について述べる。

	 2016年から3年間、筆者らは「初級日本語会話

授業」を担当した。各教師の担当内容は、タイ人

教師が聴解を担当し、日本人教師が会話を担当

するという形であった。1年目の筆者らの関わりは

同じクラス、同じ学生を教えていたにも関わらずほ

とんど互いの授業について話すことはなかった。も

ちろん試験や学期末の成績会議では顔を合わ

せるが、深く内容に入り込むことはなく、学生の情
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報や様子も共有できなかった。いわゆる、完全な

役割分担と言えよう。

	 2年目に入ると、役割分担は継続されたが、徐

々に授業内外で話す機会が増えてきた。授業に

ついては、内容の提案や報告、授業外では仕事

上の悩みなどを話すようになり、1年目よりは互い

の授業に関心を持つようになった。

	 3年目に入ると、すべての授業や活動を共有す

るようになり、毎回の授業について相談したり、授

業後に報告したりするようになった。さらに踏み

込んで、互いの教育観まで話し合うこともあった。

そして、そうすることでさまざまなメリットがあった。

具体的なメリットとしては、テキストの見直しにより、

学習目的や達成目標が明確になったことでテー

マの設定や流れが変わったこと、また、学生の話

すことへの動機付けの一つとして企画した日本人

母語話者とのインタビュープロジェクトを協働で行

うことにより、より多彩な活動ができたことなどが挙

げられる。

	 以上が本研究に至った経緯である。この経緯

の中で、筆者らは他の教育機関でのタイ人教師

と日本人教師の関わり合いや実践における協働

について関心が高まっていき、実態を調査したく

本研究に至った。

3．日本語教育における異文化間協働

	 舘岡(2005)によると、「協働」とは「互いに協力して

何かをつくりあげる創造的な活動を行うこと。ひと

りではなしえなかった創発が起きる」(p.96)と定義

されている。そして、協働が起きることを目指した学

習を「協働学習」と呼んでいる。「ピア・ラーニング」と

も呼ばれ、「ピア・リーディング」「ピア・リスポンス」もそ

れに位置づけられる。ピア・ラーニングには狭い意

味での学習目的と広い意味での学習目的があり、

狭い意味での目的は「作文や読解などの課題を

遂行する」目的、広い意味での目的は、「仲間とい

っしょに学ぶことによって人と人との社会的な関係

を築くことを学び、さらには自分自身に気づき自分

自身を発見していく」(池田・舘岡,2007,p.51)とされ

ている。

	 タイの日本語教育現場における日本人とタイ人

の協働に関する研究は多く存在する。タイを例

に海外での日本語母語話者教師として求められ

る資質をまとめた佐久間（1999）をはじめ、日本人

教師と現地タイ人教師の教師観や協働観を調

べたものが多く行われてきた（池谷他,2012; 香

月,2011; 香月・松尾,　2017; カノックワン他,2017; 

中山,2016; 中山他,2017; 古別府,2008; 古別

府,2013; 吉田・芝崎,2009など）。教師のある時点

での意識の態様を明確にしたものがほとんどだ

が、教師の意識の変容の実態に関して着目した

ものの数はまだ限られている。

	 本研究では舘岡（2005）の広い意味での「協

働」を捉え、日本人教師にとっては、母国を離れ

たタイでタイ人教師と共に授業や授業外活動を

行っていくことは社会的な関係を築いていくことに

なると考える。自分自身に気づき自身を発見してい

くプロセスの中で、日本人教師にはどのような体験

があり、思いがあり学びがあったのか、それぞれの

語りから抽出していく。タイの大学で日本語を教え

ている日本人教師がタイ人教師との関わり合いや

関わり合いの変化をどのように捉えたのかに焦点

を当て、異文化間協働に対する意識変容の実態

を明らかにすることを目的とする。

4.	 調査概要　

4.1　調査方法

	 本研究は調査協力者の長年経験をしてきた仕

事に対する考え方の変化の経緯を見出すため

に、質的データが収集できるインタビュー調査を

行うことにした。中山（2016）が指摘したように、量

的調査と異なりインタビューされることによって調

査協力者は自身の協働への理解が促進される

ことになり、その理解を深めることになる貴重な機

会につながると考えたからである。　　
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	 データ分析方法は、先行研究ではPAC分析2 

（池谷他,2012など）やSCAT3（中山他,2017など）

という分析手法を用いたものが多かったが、本研

究はライフストーリー研究によく使われるナラティ

ブ分析4の手法を取ることにした。ナラティブとは、

調査協力者の「語り」に注目する質的研究の手法

の一つである。インタビューの現場には、語り手と

聞き手がおり、語り手は聞き手の問いに対して自

らの過去を振り返り、経験を再構成していき、そこ

に新たなストーリーが生まれる。聞き手は語り手

がストーリーを意味づけたりさらに展開していくと

きの「ことばの協働的な構築者」（嶋津,2018,p.61）

である。この方法について平畑（2019,p.166）は、あ 

る種の危険性が潜んでおり、その危険性とは、聞

き手の主観による語り手の解釈とのずれであると

指摘する。しかし、主観的な解釈こそが「質的研

究の豊かさの源泉であり、これを排除することは

できず、排除する必要もない。その一方で、その危

険性について、研究者は常に敏感かつ謙虚でな

ければならず、たゆまぬ自己批判を続けなければ

ならない」と述べている。

	 筆者らは、研究者としての傲慢さが表出すること

に細心の注意を払いデータと向き合いながら、ナ

ラティブ分析を行った。なぜこの方法を使用したか

というと、語り手の語りからでなければ現れないも

の、感じ取ることのできないものがあると考えたか

らである。矢崎（2016）は、ナラティブを分析するこ

とを「私たちの「生」そのものを分析することと考え

てもよい」と述べている。語りから生まれるものを

注意深く読み取っていくナラティブ分析の手法を

取ることは、人生のある時期、タイを選び、タイで

生きる日本人教師たちの、タイ人教師との関わり

合いの中での「生」そのものを読み取ることと考え

たからである。

4.2　調査協力者及び調査の流れ

	 本調査ではタイの異なる大学で常勤講師とし

て日本語を教えている日本人教師女性3人を対

象に、インタビュー調査を実施した。この3人を選

んだ理由は、３人とも日本語教師としてのスタート

がタイであったことと、日本語教師経験が一定の

期間（5年～10年）あったこと、さらに、インタビュー

という性質上、インタビュアーとのラポールが形成

されていることが必要な条件と考えたからである。 
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したかというと、語り手の語りからでなければ

現れないもの、感じ取ることのできないものが

あると考えたからである。矢崎（ ）は、ナ

ラティブを分析することを「私たちの「生」そ

のものを分析することと考えてもよい」と述べ

ている。語りから生まれるものを注意深く読み

取っていくナラティブ分析の手法を取ることは、

人生のある時期、タイを選び、タイで生きる日

本人教師たちの、タイ人教師との関わり合いの

中での「生」そのものを読み取ることと考えた

からである。

調査協力者及び調査の流れ

本調査ではタイの異なる大学で常勤講師とし

て日本語を教えている日本人教師女性 人を対

象に、インタビュー調査を実施した。この 人

を選んだ理由は、３人とも日本語教師としての

スタートがタイであったことと、日本語教師経

験が一定の期間（ 年～ 年）あったこと、さ

らに、インタビューという性質上、インタビュ

アーとのラポールが形成されていることが必要

な条件と考えたからである。

表 調査協力者

協力者 年齢 調査時点までの

タイでの滞在期間

調査時点の教師

経験期間

調査日 調査形式

代前半 年 年 年 月 対面

代後半 年 年 年 月 対面

代前半 年 年 年 月

インタビュー実施時間はそれぞれ 分～ 分

程度であった。事前に、メールでタイ人教師と

の協働について調査することの趣旨を伝え、イ

ンタビューへの協力を依頼した。その際、「調

査協力依頼書」も添付し、倫理面への配慮を行

った。協力者の同意が得られた後インタビュー

までの間に、質問予定項目を記載したシートを

調査協力者に見せた。インタビューを通して得

られた語りはすべて録音し、文字化したものを

協力者に見せ、確認してもらった。

調査結果と分析

各協力者のそれぞれの語りのデータから、タ

イに来るきっかけという出発点、時間経過に伴

う意識の変化、それに関わる要因、現時点の考

えを見出すために、以下の つのカテゴリーに

相当する部分を抽出し分析していく。

①なぜ日本語教師として教える場にタイを

選んだのか

②タイ人教師と仕事をすることにどんなイ

メージを持っていたか。

③最初の頃のタイ人教師との関わり

④タイ人教師との関わり合いの変化

⑤理想のティーム・ティーチング

さんの語り

さんの語りの分析

① なぜ日本語教師として教える場にタイを選

んだのか――家庭環境から来るタイ人への好印

象

父がタイが好きっていうのもあるし、タイ人の高

校生がうちにホームステイしたっていう経験もあ

ったと思います。タイやタイ人に対してすごいい

い印象があって、それがなんか、笑顔で、その何

ていうんですかね。あまり人間関係で悩まなくて

もいいというのがあって、あんまり深く考えてな

かったのかなと思います。

さんは、Ｘ大学で働く日本語教師であり、

日本の大学院を修了した年にタイに来た。いわ

ば、日本語教師として初めての実践の場がタイ

であった。実家でのホストファミリーの経験に

よるタイ人への好印象から、タイで日本語教師

をスタートさせることにし、不安はなく前向き

に捉えていた。

② タイ人教師と仕事をすることにどんなイメ

ージを持っていたか――密な関係を築かなくて

もいいというイメージ
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	 インタビュー実施時間はそれぞれ60分～90分

程度であった。事前に、メールでタイ人教師との協

働について調査することの趣旨を伝え、インタビュ

ーへの協力を依頼した。その際、「調査協力依頼

書」も添付し、倫理面への配慮を行った。協力者

の同意が得られた後インタビューまでの間に、質

問予定項目を記載したシートを調査協力者に見

せた。インタビューを通して得られた語りはすべ

て録音し、文字化したものを協力者に見せ、確認

してもらった。

5.　調査結果と分析

	 各協力者のそれぞれの語りのデータから、タイ

に来るきっかけという出発点、時間経過に伴う意

識の変化、それに関わる要因、現時点の考えを

見出すために、以下の5つのカテゴリーに相当す

る部分を抽出し分析していく。

	 ①なぜ日本語教師として教える場にタイを選ん

だのか

	 ②タイ人教師と仕事をすることにどんなイメージ

を持っていたか。

	 ③最初の頃のタイ人教師との関わり

	 ④タイ人教師との関わり合いの変化

	 ⑤理想のティーム・ティーチング5

5.1 Aさんの語り

5.1.1　Aさんの語りの分析

①　なぜ日本語教師として教える場にタイを選ん

だのか――家庭環境から来るタイ人への好印象

父がタイが好きっていうのもあるし、タイ人の

高校生がうちにホームステイしたっていう経

験もあったと思います。タイやタイ人に対して

すごいいい印象があって、それがなんか、笑

顔で、その何ていうんですかね。あまり人間

関係で悩まなくてもいいというのがあって、あ

んまり深く考えてなかったのかなと思います。

	 Aさんは、Ｘ大学で働く日本語教師であり、日本

の大学院を修了した年にタイに来た。いわば、日

本語教師として初めての実践の場がタイであっ

た。実家でのホストファミリーの経験によるタイ人へ

の好印象から、タイで日本語教師をスタートさせる

ことにし、不安はなく前向きに捉えていた。

②　タイ人教師と仕事をすることにどんなイメージ

を持っていたか――密な関係を築かなくてもい

いというイメージ

（オーストラリアでは）現地外国人の先生と

日本人の先生が仕事を分担されていて、【中

略】仕事はぱっかり分かれているような感じ

で、それぞれの先生が自由にやっているとい

うイメージだったんですね。なので、そこらへ

んの・・・関わらないといけないから頑張らな

いといけない、いい関係を作るために頑張

らないといけないという雰囲気があまり感じ

られなかったっていうのもあると思いますし

　Aさんは、大学院時代のオーストラリアでの実

習のときの状況を語ってくれた。来タイ前から、X

大学での同僚日本人教師とLINEでつながり、タ

イの生活などの相談をしていたことから、タイ人教

師との関係よりも日本人教師との関係構築のほう

に意識が向いていた。

その日本人のLINEのグループに入れてもら

って、生活のこととかを聞いてたので、あまり、

その・・・なんていうんですかね、あまりタイ人

の先生と関わることはないのかなっていう・

・・印象ももったっていうのもあると思います。

③　最初の頃のタイ人教師との関わり――自分へ

の無能感からのストレス
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本当に授業の直前とかにぱっと思いつかれ

て、こういうことをしたいと言われると、こっちも

1年目だったのでパニックというか自分がこう

いうことをやろうというのをめちゃくちゃ長い

時間をかけて準備してて、オッケー、じゃあ

次、授業だ授業だと思ってるときに、全然

違うことをしたいと言われると、正直頭が(笑) 

余裕もなかったんだと思います。【中略】けっ

こうストレスでした。

　

　Aさんは、初年度、初級聴解会話クラスを担当

した。同じく担当教師に同僚日本人教師とタイ人

教師がいた。実際の授業は、1人で担当していた

が、授業の内容やテストなどほとんどのことを3人

で話し合わなければならず、Aさんはタイ人教師

との関係にかなりの戸惑いや葛藤を感じ、ストレ

スを抱えてしまう。

タイ人の先生もすごい目上の方でベテラン

で、すごい人生の経験もあって、あんまり反

抗というか、「できません」とか、「それはちょっ

と違うと思います」とは言いにくい【中略】やっ

ぱり自分にも余裕がなかったし、その先生の

こともよくわからなかった。

	 日本語教師としてスタートしたばかりの頃のAさ

んは、教師としてベテランのタイ人教師が授業直

前に、しかもこちらの準備がすでに終わっている

段階で、突然提案をしに来ることに対して否定的

な言葉で対応することはできなかった。タイ人教

師の考え方や行動について理解できかったが、

何もできないという自分の不甲斐なさに無能感か

らストレスを感じていった。

④　タイ人教師との関わり合いの変化――タイ人

教師への理解の深まり

	 Aさんは、その後、しだいにタイ人教師の性格や

考え方、例えば、提案の背景には学生への期待

や日本人教師への期待があることや、彼女の仕

事のやり方を理解していった。同時にタイ人教師

の突然の提案に対する対応の仕方を学んでい

った。相手の立場や思いを理解する余裕が生ま

れたことがわかる。

（タイ人教師は）やりたいことがいっぱいあっ

て、たぶんなんていうか、思いついたら言い

たいっていうか、元々の性格？すごい、大学

をよくしたい、学生をレベルアップさせたいっ

て、めちゃくちゃ強い気持ちがあって、どんど

んアイデアが浮かぶからどんどん出していっ

てる印象で、それを自分がやらないというか、

日本人の先生にやってほしいっていうことが

あって、たぶんネイティブにしかできない、ネ

イティブにやってほしいことがあって、それは

自分にはできないから、たぶんどんどんどん

どん提案してアイデアを…私たちももちろん

応えたいんですけど、【中略】「そうですね。

そういうのもいいですね」と言わないと終わ

らないから(笑)すみません、何ていうか、と

りあえず3人ともアイデアを出しやすい環境

にあって、やるかやらないかは別問題とい

う態度を取ってチームティーチングしていた

と思います。

（ストレスが）全くないわけじゃないけど、1年

目よりも上手くストレスをという感じで。逃がし

ながらというかなんて言うか、タイ人の先生が

やりたいことがある、それを日本人の先生が

やるかどうかっていう、そういう相談は何度か

あったって思うんですけど、1年目と違うのは、

自分で判断できるようになったことと、タイ人
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の先生にこういう言い方で返せばタイ人の

先生も悪く思わないかなっていう、タイ人の

先生との付き合い方が、たぶん1年目よりは

わかったので、何となくうまくできたんじゃな

いかと思います。

	 Aさんは2年間勤務の後、いったん本帰国した

が1年後に大学に復職し、再び同じタイ人教師と

同じ授業を担当することになった。その際、タイ人

教師への以前とは違う自分自身の対応力の変化

にも気付いた。

⑤　理想のティーム・ティーチング――対等な関

係で意見交換や共感できる相手とならできるかも

	 Aさんは2回目のティーム・ティーチングを経験し

た際、タイ人と日本人の役割分担を明確にして互

いの授業内容を知らなくても授業に影響はない

ことを実感したが、今度は逆に、日本人とタイ人の

持つ利点を活かしていないという不足感を併せ

持つようになった。

なんか、お互いの良さを生かしきれてない

という感じがしなくもないというか。タイ人の

先生が入るのは学生にとって安心とか、初

級だし日本語の説明ではしにくい部分も、

タイ人の先生からやってもらうことで、安心し

てスムーズに導入できて効率よくとか。本来

の目的はそうだったかもしれないですけど、

二つにパカって分かれちゃってあんまりとい

う気もしなくはないというか、何だろうな・・・

	 Aさんにとっては、ストレスなく働くということより

も、互いに話し合える関係性を築いた相手と協働

で授業を作っていくことのほうに意義を感じている

ことがわかる。

理想は一つの課を二人でやって、学生の

様子はタイ人の先生がよくわかるし、相談も

タイ語でできるから。で、日本人では、こういう

ことができるっていうのが・・・そういうバラン

スと連携がとれたらそれが理想だなと私は

思いますけど、

	 しかし、それは一緒にチームを組むタイ人教師

にもよると言う。

その先生（担当したタイ人教師）とするならす

るで、折り合いつかない部分があることがわ

かってるから最初から分かれてやりましょうと

いうことが、最初の部分で相談できてお互い

ストレスがないという・・・そこのどうしようもな

い部分はお互いさまだと思うので、分かれ

てやるのが一番いいと思うんですよ。でもそ

うじゃない先生、話しやすくて意見が言いや

すくて、共感がしやすい先生とだったら一緒

に会話とか作文とかやってみたいなっていう

のは思います。

	 Aさんは、ティーム・ティーチング相手を含めてテ

ィーム・ティーチングを支える職場環境について言

及する。Aさんは、周りのタイ人教師の日本人教師

に対する態度に対等な関係性を見出す。具体的

には、自分の都合や意見が言いやすく、それを

受け入れてくれるところである。知識や経験によ

るヒエラルキーのないところに居心地のよさと、感

謝の気持ちを抱いている。

こんな（自分は）経験ないのにすごい。なの

に、対等に意見を聞いてくれるし、仕事があ

まりに無茶なスケジュールだったりするとそ

れについて言ったりできる。日本ではあんま

り考えられないっていうか。上司にやれって

言われたら、しゃああないやるしかないよう
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な感覚ですけど、ここの職場ではその部分も

折り合いつけられる。【中略】タイ人の先生の

スタンスとしては「どう思いますか」とか「お願

いできませんか」とか、こっちの都合も聞い

てくれるような感じで、なんかまあ、今、締め

切りが短すぎるとか急にスケジュールが変

わったりとか何やかんや文句はあるんです

けど、最初の入り的には、そう言ってくれるか

らこそ自分の意見も言えてるので、自分の意

見が言いやすい環境というのはすごい居心

地がいいというか、ありがたいと思ってます。

5.1.2  Aさんの語りからの考察

	 Aさんは、来タイ直後の1年目のティーム・ティー

チングで、協働経験がまだ浅かったこともあり、ま

だ異文化理解が生じにくく、タイ人教師の行動に

パニックに陥り、かなりのストレスを抱えることにな

った。しかし、時間が経つにつれて、タイ人教師の

性格や行動の背景にある思いを理解するように

なった。また、Aさんは役割分担という形態は、ある

意味ストレスは軽くなるが、互いのリソースを活かし

きれないことに気づいた。Aさんがティーム・ティー

チングに期待しているのは、一緒に話し合いなが

ら授業を作っていくことである。共に働くタイ人教

師と対等な関係で意見が言え、互いの意見に耳

を傾けられ、共に授業を作っていくことである。ま

た、Aさんは、職場での自分の位置づけや周りの

タイ人教師の自分への対応から日本とタイの職

場環境の違いにも言及している。上司と部下とい

う関係ではない対等な関係で関わってくれるタイ

人教師に、Aさんにとって日本ではなかなか経験

できない理想の職場文化を実感したと言えよう。

	 異文化間協働では、最初は分からないという不

安を回避しにくいものである。ある時期の異文化

間の衝突や深いコミュニケーションを通して理解

するプロセスを踏むことで協働が生まれる関係性

を築けるようになると言える。この点では中山（2016

）の結果と一致するものと解釈できよう。ただし、日

本人日本語教師は3 年目から充実した協働に入

っていける可能性があると指摘されているが、本

研究の結果に基づいて述べると、そのような結論

をまだ出しにくいと考えられる。

	 Suneerat et al.(2015)では、高等教育機関の

日本人とタイ人の教師間コミュニケーションにお

いて異文化間の違いの問題が重要な問題だと

指摘されている。具体的には日本人教師が必要

な情報をもらえないことや理由が示されないまま

仕事を頼まれることなどのような人間関係の問題

と、仕事の分担がはっきりしていないことや予定

通りに時間を守らないことなどのようにタイ人には

計画性がないという問題があると述べている。Ａ

さんの語りには、日本人教師がそのような異文化

間における問題を意識していることがよく表われ

ている。Ａさんの語りから、ある程度継続的な関

わりを通して日本人教師が自ら相手を理解し、関

係を調整することで、折り合いをつけていけるよう

になるが、理想の協働関係を構築するには、タイ

人教師側からの対等な視点での働きかけ、情報

共有や意見交換の機会の提供が必要だと言え

る。

5.2	 Bさんの語り

5.2.1　Bさんの語りの分析

①　なぜ日本語教師として教える場にタイを選

んだのか――タイ人夫との結婚による定住の地

　	Bさんは、Ｙ大学で働く日本語教師であり、教師

経験は10年である。ご主人はタイ人で、ご主人と

は日本で知り合った。結婚でタイに移動し、出産

後に日本で日本語教師の養成講座を受講し、タ

イに戻って、現在の大学に勤務し始めた。
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【中略】まあ、夫の勧めもあって、あと子育て

にも役立つかなと思って、それで日本語講

師の養成講座…ちょうど夫が、2年ぐらい仕

事で日本に住む期間があったので、そのと

きに日本語教師養成講座に通って、試験

とかも受けて、それで戻ってきて。まあ、下の

子供が2歳ぐらいだったかな？それでまあ、

幼稚園に預けられる年齢になったので働

き始めようと思って2011年に…

②　タイ人教師と仕事をすることにどんなイメージ

を持っていたか――期待も不安もない真っ白な

イメージ

	 Bさんは、Aさんと同じ、日本語教師として初めて

の実践の場がタイであった。最初の頃は先入観が

なく、職場が日本語を話せる環境ということに感謝

の気持ちを抱いている。

（特に、タイ人と一緒に仕事をするという気持

ちは）なかったですね。職場のタイ人の先生

はみんな日本語で話してくれるので、言語的

にもそんな大変なことはなかったです。

タイ語話せるんですけど…夫とは日本語で

話してて。実はそんな込み入った会話はで

きないんですね。だから、仕事でタイ人の先

生が日本語で話してくれるのはすごくありが

たいです。

③　最初の頃のタイ人教師との関わり――授業や

クラス運営に関しての主導はタイ人教師

	 Y大学の授業は、タイ人教師と日本人教師のテ

ィーム・ティーチングが基本の形態である。Bさん

は、10年という長い期間、タイ人教師とティーム・テ

ィーチングを行ってきた。最初の頃はそれまで日

本語教師の経験がほとんどなかったので、タイ人

教師の言われる通りにすることが多かった。また

クラス運営が不慣れだったため、問題解決のため

にはタイ人教師の協力を仰がなければならない場

面も多かった。

そうですね。ほとんど経験なく入ったので。

入る前は、どんなものか全く先入観も知識

もなく、入ってから「このように仕事してくださ

い」って言われて「わかりました」っていう風

に始めたので、あまり疑問とか思わずに、ペ

アティーチング自体は…

入ったばかりのころって、タイ人の先生に頼ら

ないとやっていけない場面が私が多かった

ので、そういう意味でタイ人の先生と密にコミ

ュニケーション取らないといけない場面が多

かったからよく話してたのかな。

あの、学生に問題があるようなときですね、

なかなか授業に来ない子をどうやって授業

に来させるかとか、授業中に勝手に部屋を

出ちゃう子とか、問題行動のある子をどうし

たらいいとか、やっぱりタイ人の先生の協力

なしには立ちいかないような、そんな悩みと

かが働いて、最初の数年はあったから、すご

くタイ人の先生に頼ったり、学生と話すときに

ちょっと通訳してもらえますかとか。

④　タイ人教師との関わり合いの変化――互恵

的な関係が築ける機会の減少から感じる寂しさ

	 Bさんは、ティーム・ティーチングにおけるタイ人教

師との関わり合い方を比較したときに、現在と以前

の授業の進め方が、変わってきていると言う。それ

は、しばらく教師の経験を積み重ねて、タイ人教師

の指示通りにするという形から自分の意見を言うよ

うになったというところだ。ペアの教師同士でも、や

りたいことが違えばぶつかることもある。Bさんにと

っては、たとえ衝突があってもそのことでお互いか

ら学べることが多かったと言う。
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そうですね。衝突することもあったけれども、

それぞれの先生の教え方、タイ人の先生の

教え方が理解できたり、そこから学べること

も多かったので

	 その後、徐々に自分で解決できるようになり、頼

らなくなってくると同時に、タイ人教師とのコミュニ

ケーションも減ってきた。ペアになる相手によって

話しやすかったり、そうでなかったりすることがあ

る。また、大学側による指導内容の統一化や物

理的な距離の変化による影響とともにタイ人教師

との関係も変化した。

だんだん、自分のやりたいようにできなくなっ

ているので、そもそもそんなにこう、「私はこう

いうふうに教えたい」とか、ぶつからなくもな

ってきているというか、もう決められた通りに

教えてくださいって、もうスケジュール通りで

教えてくださいっていうんで、勝手な練習を

入れて遅れたりとか、もうみんなしないように

なってるし（笑）前はそういうことは頻繁にあ

ったんですけど、だから教え方も、こういうふ

うに教えようとか、ペアの先生でぶつかるこ

ともどんどん減ってるかなあ【中略】全然、会

話しない先生もいます。（笑）

そうですね。話しやすさもあるんですが、な

んかあまり、会わないっていうのもあるかも

しれないですね。今、部屋が2部屋に分か

れていて、違う部屋にいる先生が、わざわざ

別の部屋に行かなくてはならなくて、行った

らその先生いなかったりとか…。ずーっと大

学にいる先生とは、行って話せるんですけ

ど、先生によって授業のときしか来ない先

生もいたりするので、そういう先生とは、そう

ですね、なかなか会えないから、直接コミュ

ニケーションする機会が減っちゃうっていう

のはあるんですよね。

	 タイ人教師とのコミュニケーションが減ってきた

ことに、Bさんは寂しさを感じ、もっと授業でタイ人

教師とつながりたいという気持ちが起きていると

言う。Bさんにとっては、問題が多かったり授業の

進め方の自由度が高かった以前のほうがコミュニ

ケーションという意味では充実していたと言える。

あー、私は前のほうがね、よかったんですけ

ど、でもまあ（笑）

今の状態は。だから、ただ、もし困ったことが

あったら頼れるっていう気持ちはあるので、

そんなに不安はないですけど、ただ、前は

いろいろ問題があったぶん、学生のことを

タイ人の先生と話してて、それがちょっと、最

近は先生によっては、減ってるのがね（笑）

もう少し、話せたらいいなって…その、しっか

り二人で教えてるときに。ただ、教え方とか

も、決められたことをやってくださいってこと

になっちゃってるから、話し合わなきゃいけ

ない場面もどんどん減ってきてるんです。ペ

アの先生と。必要がね、なくなってきちゃっ

てるっていうか…

⑤　理想のティーム・ティーチング――コミュニケ

ーションを取ることによって楽しいティーム・ティー

チングができる

	 Bさんは、理想のティーム・ティーチングとして、以

前タイ人教師と一緒に担当していた選択科目の会

話のクラスを挙げ、その理由として、必修科目よりは

るかにお互いの関わりが深くなること、そのことでタ

イ人教師も意見や教え方などのアイデアを出してく

れることがあるからだと言う。そこにBさんは、元学

習者であるタイ人教師の体験から生まれるもの、

そこにある豊かなものを感じ取っている。
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選択科目で、私とタイ人の先生二人だけに

なると、すごく自分のしたいこと、こういう風に

教えたいとか、宿題やクイズも二人で一緒

に作んないといけないので、タイ人の先生と

も必修科目を教えるときよりずっと関わらな

ければならないので、そのぶんいっぱい意

見を言ったりしてくれるので、それがなんか自

分の学びになる。あ、こういう教え方も、おも

しろいなとか…タイ人の先生がこうやって教

えたいなっていうのは、タイ人の先生はもとも

と日本語学習者であるわけだから

	 「楽しい」の一言に、このときのBさんとタイ人教師

の互いにアイデアを出し合いながら、新しいものを

作っていく喜びが読み取れる。

楽しいですよね。こうしたいっていろいろ言

ってくれる。「じゃあ、こういう風にやってみよう

か」って話し合いながらいろいろできて、自分

たちで授業作っていくというのは、

タイ人の先生とのチームのほうがもっと違っ

た視点の意見をもらえるので。日本人の先

生はちょっと似てるところがあるので、広が

りがね、もちろん一人でやるよりはいいんで

すけど、タイ人の先生はもっと見てるところが

ちがうところからの視点とか、アイディアとか

もらえるので

	 Bさんは、タイ人教師のアイデアは、日本人とは

違う視点から生まれるものだと言う。ここに、互い

のリソースの違いを認め合い、活かすことに意味

を見出していることがわかる。

5.2.2 Bさんの語りからの考察

	 タイ人男性との結婚によりタイに移動し、日本語

教師になったBさんは、Y大学で働き始めた最初

のころは、慣れないため授業のことよりクラス運営

に関することでタイ人教師の協力を仰ぐことが多

かった。その後、ティ―ム・ティーチングをやってい

く中で授業のやり方を巡って衝突することもあっ

たが、得るものもあった。しかし、最近は大学の方

針などにより授業で創造的な試みができなくな

ったため、タイ人教師とのコミュニケーションの機

会が減少した。そのことにBさんは寂しさを感じて

いる。Bさんにとって、タイ人教師とのティーム・ティ

ーチングの意味は、異文化を背景に持つ者同士

が一緒に授業を作ることであり、その過程での双

方向での意見交換やアイデアの提示である。Bさ

んはそこに楽しさを感じた。それは現在担当して

いる授業では不可能な試みであり、可能ならばぜ

ひやりたい実践である。お互いのやりとりの中から

新しいものが生まれる創造の喜びを実感したから

こそ言えるのであろう。そのプロセスで衝突があっ

たとしてもお互いから学べることに意味を見出す

互恵的な関係性が、Bさんの望むティーム・ティー

チングのあり方であると言えよう。授業や活動を固

定化せず、常に意見交換し、柔軟に対応していくこ

とが、Bさんの言う「楽しさ」であり、理想的な協働だ

と考えられる。また、Bさんは、同じ日本人教師同士

よりタイ人教師に視点の違いを実感している。それ

は、異文化による視点の違いによるものだけでな

く、タイ人教師ならではの経験からの視点の違い

に言及していることからわかる。かつて学習者で

あった自分という視点を常に持つタイ人教師から

の意見や提案に対し、母語話者教師であるBさん

は新鮮さを感じると同時にそれらを尊重していると

捉えられる。

	 タイ人教師は協働の結果を重視するのに対し

て、日本人教師は協働の過程に着目する傾向に

あると、池谷他（2012）に指摘されている。本研究

はそれを支持する結果となった。しかしながら、調

査対象者は同様にタイ高等教育機関の日本人教

師であったため、これは異文化による違いなのか、
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高等教育という職場の特徴と関係があるのか、さ

らに比較を行う研究をする必要がある。「大学等

における「教職協働」の先進的事例に係る調査」

報告書（2018）によると、高等教育機関の教師は

「組織」より「個」を重視して動く傾向があると述べ

られている。タイも同様に、大学の場合、タイ人教

師にとって日本人とコミュニケーションを取ること

より研究など授業担当以外のことに時間をかけ

たい、よって、タイ人教師は楽しい協働より効率性

を優先する可能性も考えられる。

5.3	 Cさんの語り

5.3.1 Cさんの語りの分析

①　なぜ日本語教師として教える場にタイを選ん

だのか――実習のときの現地関係者に対する

感動と感謝

	 Cさんは、Z大学で働いており、現在9年目であ

る。大学で日本語教育を専攻し、在学中に1か月

間、チェンライの大学で教育実習を経験した。そ

の時の職場環境や人間関係が心に強く残り、卒

業後の進路を英語教師から日本語教師に変え

た。Cさんにとって、1か月間の実習は人生のター

ニングポイントとなった。当時の担当教員の紹介

で、大学卒業後すぐに現在の勤め先であるZ大

学で教え始めた。

自分が日本語教育専攻で、大学で勉強し

ていて、大学3年生のときに実習でタイに来

て、【中略】そのときの思い出がすごくキラキ

ラした思い出だったので

実際に授業をやってみるということと、あと

やっぱり異国での生活ですかね。話せば

話すほど恥ずかしくなるんですけど（笑）そ

んなに強い信念をもって（タイに）来たのか

というとそうでもないところがあって。ただそ

のとき、1か月の実習で、先生にもお世話に

なって、学生にもちやほやされたので（笑）

ちやほやされたので

②　タイ人教師と一緒に仕事をすることにどんな

イメージを持っていたか――心を占めていたの

はタイ人へのイメージより自分の業務遂行能力へ

の懐疑

	 Cさんは、実習のときの「キラキラした」思い出か

ら、タイで日本語教師になることを選んだのだが、

実際のタイへの移動を前にすると、仕事への責任

の重さと教師経験のない自分の能力への懐疑心

とが、Cさんの心の中を占めるようになった。就職

で新しい環境を前にすると誰しもが抱く心情であ

ることは察せられるが、Cさんの場合は、この期間

が「キラキラした」思い出から現実の厳しさを実感

するまでの精神的な移行期間であり準備期間と

考えることができよう。

人間関係より、本当に私はできるのかのほ

うが心配でした。根本的に、私は日本語教

師としてやっていけるのかっていう…ここの

大学で教えることが決まるときまでは、かえ

って働きたいって気持ちが強かったんです

が、いざタイに来るっていうときになると、私

は実際に大学生に日本語を教えることが

できるのかなっていう、はい。しかも、自分も

卒業してすぐだったので、

③　最初の頃のタイ人教師との関わり―自分から

働きかけることなく不安なまま過ごした1年

	 CさんがZ大学で最初に担当した科目は、総合

日本語に近い内容の科目と通訳、観光だった。

すべてタイ人教師と日本人教師が担当しており、

総合日本語と観光の科目ではCさんは会話の部

分を担当していた。



วารสารญี่ปุ่นศึกษา

Japanese Studies Journal

108

来て、特に1年目は不安のまま過ごしてました。

　総合日本語の授業は、完全な役割分担の形で

あり、連携が弱かった。観光の授業も役割分担

の形だったが、通訳の授業は、同じ時間にタイ人

教師も一緒に教室に入るという違う形だった。最

初、ほとんどの授業はタイ人教師に言われる通り

に行った。

通訳の授業も観光の授業も、最初はタイ人

の先生が言っていたことをそのまま私は受

け入れてやっていたようなイメージがあるん

ですけど。通訳の授業も、今までの日本人

の先生もこんな風に授業をやったから、先

生もこういうふうにやってくださいねっていう

雰囲気が…。【中略】、けっこう受け身の態

勢で授業に参加してたんですけど、観光の

授業も、そうですね。

④　タイ人教師との関わり合いの変化――授業内

外で築かれるタイ人教師との関係性

	 Cさんは授業内の関係と授業外の関係といった

2つの側面から変化について語ってくれた。まず、

授業内に関しては、通訳授業の担当教師との変

化について言及した。同じ時間にタイ人教師と一

緒に指導する通訳の授業だが、1年目はCさんの

態度は受け身であった。しかし、年数が経つにつ

れ、徐々にCさんのほうからも意見や提案を言え

るようになり、主体的に関わるようになっていった。

いつからか覚えてないんですけど、授業を改善

するきっかけがあったときに、もっと私が意見を

言うようになってきた気がします。【中略】（自分が

来る以前から）ずっと同じスタイルでやってたん

だろうなって思います。ただ、学生の人数が増え

たことでちょっとやり方をどうにかしないとってな

ったときに、今までのやり方だと、学生が授業の

中でフィードバックする時間が取れないんです

よね。【中略】それをタイ人の先生に提案して…

　タイ人教師は肯定的にＣさんの意見を受け止

め、以来、Cさんとタイ人教師は互いに分担、連携

しながら授業を進めていった。

通訳を一緒に教えてるタイ人の先生はけっ

こう新しいことが好きな先生なので、本当に

何でも受け入れてくれるような、これおもし

ろいと思ったら受け入れてくれるような先生

だったので、「じゃあ、今年そうやってみまし

ょうね」って本当に、新学期が始まったばか

りの時に提案したんですけど、それを受け

入れてやってくれましたね。

私は実践のフィードバック担当で先生はそ

ういう練習の内容を考える担当っていう新

しいやり方を作って、それで現在に至りま

すね。

　はっきりとした役割分担ではなく、一緒に授業

を作っていくうえで、それぞれの内容を考えるとき

の分担であり、そこには必ず授業での共有があ

った。しかし、順調に進みそうなティーム・ティーチ

ングだったが、お互いの相手への理解不足から

の誤解もあった。

ちょうど同僚の先生が博士論文を書いてい

て忙しかったんですよ。で、私も言った手前、

じゃあ、フィードバックは私が担当するって

言って、毎週毎週授業で録音したりして、私

が聞き取れなかったタイ語を一生懸命聞

き直したり、そういうことをやってたんですけ

どあのときはちょっとしんどかったですね。
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もうちょっと先生手伝ってくれたらいいのに

っていう、何ですかね、被害妄想ですか？ 

（笑）ちょっとそのときは被害妄想があった

りしたんです。

	 相手の気持ちが理解できず、自分で言ったか

らにはという責任感から1人で仕事を背負いこん

でいたCさんだったが、それがタイ人教師を驚か

せた。その時になって初めてCさんは相手に何も

言わずに一人で思い込んでいただけであって、相

手のことを理解していなかったことがわかった。

それをやってたら同僚の先生がなんで私に

相談してくれなかったのって驚いてたんです

よね。怒ってたんじゃなくて。「え、こんなこと

まで一人でやったの？」みたいな。「タイ語の

ことだったら、私が」って。

	 次に、授業外のタイ人教師との関係について、1

年目の終わりぐらいからタイ人教師との関係性に

徐々に変化が表れるようになった。

他の先生との関係性だったら、けっこう1年目

の終わりぐらいから、タイ人の先生とは仲よく

なっていたような気がします。

	 Cさんとタイ人教師の関係は、一緒に昼ご飯を

食べるという授業外の関係から始まり、授業に関

することに広がっていく。

あまり覚えてないですけど、（授業はどうかと

かもう慣れたかとか）そういうところからちょ

っとずつ仲よくなってきたと思います。あと、

タイ人の先生の授業のお手伝いとかは行

っていたような気がしますね。翻訳の授業

の手伝いとか。

	 Cさんは、語りの中でタイ人教師たちとの関係性

のよさを何度もくり返し強調する。

（タイ人教師は）ほんわかしてますし、生活

面でも授業のことでも、困ったことをちょっと

言ったら必ず何かしてくれるっていう安心感

もありましたね。

	 仲がいいというのは、タイ人日本人合わせて日

本語の教員全員が同じ部屋で仕事しているとい

う物理的な環境によるところも大きいようだ。

はい。9人の先生がみな同じ部屋にいます。

（笑）丸見えです、本当。他の先生が何をし

ているかって、後ろ歩いたら仕事してるかど

うか見えちゃうぐらい丸見えです。【中略】お

菓子も一緒に食べてます。【中略】カタカタ、

私が一生懸命仕事しているときとかも、もち

ろんあるんですけど、そういうときは机にポ

ンと置いてくれたりとか。本当に本当にいい

先生たちですよ。

	 飲食に関することだけではない。タイ人教師が

Cさんに翻訳の授業の手伝いを依頼していると

述べたが、Cさんも、大学外で、ある活動をしてお

り、そこで行われるイベントのチラシの翻訳もタイ

人教師に依頼している。

いくつかの【中略】発表の紹介内容の翻訳

依頼がありましたよね。あのときは、3、4人の

先生に分担してお願いをしたりしてました。 

【中略】本当に親切な方々です。

	 Cさんは、タイ人教師たちの厚意に対して自分は

どう応えるかについても言及する。
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いつも恩恵を受ける立場ばかりなのはよくな

いなって思っています。なので、機会があれ

ば、機会があればっていうか、今もできるだけ

頑張ってるんですけど、私も力になれるよう

にっていうのを意識してます。何かお願いを

受けたら、絶対、その本当に無理じゃないと

き以外は断らないようにしようと思ってます。

	 Cさんの授業内外でのタイ人教師と共に過ごす

時間と具体的な関わり方の語りから、タイ人教師と

の良好な関係性が築かれてきたことがわかる。

⑤　理想のティーム・ティーチング――通訳の授業

における深い信頼関係から生まれる協働の実現

	 通訳の授業の誤解事件は、その後のティーム・

ティーチングにおける互いの関係性をより深める

こととなった。

私も「こういうことをお願いしてもいいですか」

っていうのをちゃんと言うようにして【中略】授

業の当日の朝に、2人で授業で使うスライドを

一緒に確認して、この部分はタイ語で説明し

たほうが学生にとっていいと思うところがあっ

たら、その先生に「スライドのところ、先生お願

いします」っていう風に…。けっこう、そうです

ね、授業当日に私、そういうことを言っちゃう

ので、もし私がタイ人の先生の立場だったら、

なぜ急にこんなことを言うんだろうって思うと

思うんですけど、けっこうその先生、本当にマ

イペンライって感じの先生なので「はい、わか

りました。ここですねー。」っていう感じで、し

かも、授業の中で、ちゃんと私がお願いした

かったようにやってくれたり。はい。

　そして、9年の月日が経つうちに、すべて言わな

くても互いに言いたいことが伝わるようになってき

たと言う。

かれこれ9年、ずっと同じ、一緒にやってるん

ですね。通訳の授業。なので、細かいところ、

お互いに言わないところがあります。言わなく

ても「あーこれか」っていう風に

あの、通訳の授業がいちばんティーム・ティ

ーチングしてるって感じがするんですけど。

（成績の配分も）一緒に考えたり、試験の

採点も一緒にしたり…はい、全部一緒にや

ってる気がします。

	 Cさんにとっては、役割分担ではなく、授業に

関するすべての作業を共に行っているこのタイ人

教師との通訳の授業こそが理想のティーム・ティ

ーチングであり、協働で授業を作っていると言え

るのではないだろうか。一時は互いの異なりが理

解できなかったことから、被害妄想に陥ったCさ

んだが、異なりが明らかになりそのことを認識した

うえで、改善のための努力を惜しまなかったことが

協働の実現につながったと考えられよう。

5.3.2　Ｃさんの語りからの考察

　大学を終了後、日本語教師という職業を選び、

働く場所としてタイという国を選び、Z大学という教

育機関を選んだCさんは、これまでの9年間の教

師生活を振り返る中で、自分の行う授業について

は試行錯誤しながら取り組んでいる様子が感じら

れたが、タイ人教師との関係性においては具体的

なエピソードとともに語られるのは感謝の言葉であ

った。Cさんの語りにおける重要な部分は、Cさんを

取り巻く周囲との関係性が非常に良好なことにあ

ると考える。Cさんは、Z大学の開放的な職場環境

と親和的なタイ人教師との良好な関係性に、Z大

学で働いている意味を見出している。通訳のティ

ーム・ティーチングでは、一時的な誤解はあったも

のの却ってそれが信頼関係を強固なものにし、協

働の実現につながった。ティーム・ティーチングの相



111

タイの高等教育機関の日本語教師の異文化間協働

―日本人教師の意識変容に着目して―

山本由美子, ポラニー　ピナンソッティクン

手だけではなく同じ職場にいるすべてのタイ人教

師について「本当にいい人たち」と何度もくり返し、タ

イ人教師の厚意に報いられるよう頑張りたいと語る

Cさんは、今の職場環境で働くことに「幸せ」を感じ

ていると言えよう。自分の働く職場に幸せを感じら

れるということは、それを選択した自分への信頼と

自信をもたらすことにもつながりはしないだろうか。

	 個 人々によってそれぞれ状況が違っても、教師

自身、協働相手、そして職場環境という要素が上

手く機能することによって理想的で充実した協働

を現実化できると言える。日本人教師の異文化に

よる違いへの気づきと理解だけでなく、協働のパ

ートナーのタイ人教師側からも、お互いに十分な

コミュニケーションの機会の提供と理解し合う心

のゆとりが欠かせない。2、3人の少人数で行う実

践の場合は、本人と相手という２つの要素が完璧

な調和ができれば十分な良い協働が生み出され

る。しかし、Cさんの事例のように、さらにより良い協

働を実現する場合、その協働実践を囲んでいる恵

まれた職場環境の整備も大事な要素として関わっ

てくることが考えられる。

6.　おわりに

	 本研究は日本から来タイし、タイの大学でタイ人

と一緒に日本語の授業を担当している日本人教

師を調査の対象とした。なぜタイという国を選び、

タイ人教師とどのような形態で教えているのか、ど

のような連携の元で授業が行われているのか、

教え続ける中でどのような変化があったのかに焦

点を当てながら、調査協力者のこれまでの実践

の振り返りの語りを通してタイ人との関わり合いに

おける意識の変容を分析した。現地での教育経

歴の長さによる協働上の仕事観など段階的な変

容（中山, 2016）を確認することができ、互いのリ

ソースの豊かさに気づき、協働が実現できている

事例と、日本人教師側もタイ人教師側も関わり合

い方を工夫すればよりよい協働関係が築ける事

例の実態を提示することができた。また、ナラティ

ブ分析という分析方法を用いたことで、海外で日

本語教育に携わる日本人教師ならば、3人の語り

のどこかに自分を投影し、そこから改めて自分の

実践やティーム・ティーチングの相手との関係性

を見直し、協働について考えるきっかけになるので

はないだろうか。個々の教師が向き合う教育現場

は様々であり、起こる問題や衝突も様々である。し

かし、問題や衝突を乗り越えるプロセスの中で、そ

れらが異文化に対する不理解や相手の背景に対

する知識の欠如から来るものであることを自覚化

することで、協働ができる関係を築くことができる

と考えられる。そして、このことは教育現場だけで

はなく、他の職場においても言えるのではないだ

ろうか。本研究の協力者3人の語りが、協働の生

まれる職場環境づくりにも寄与できるだろう。

	 本研究ではタイ人教師側の日本人教師に対す

る意識の変容について確認できなかった。大学

のタイ人日本語教師の場合、長年日本への留学

経験のあるタイ人教師が多く、それらの人の日本

滞在中日本人との接触量が少なくない。しかし、

留学場面と仕事にまつわる場面とは人との関わ

り方が違い、仕事場面になると現地のタイ人教師

にとっても異文化の仕事スタイルや価値観の違

いを受け止める必要がある。タイ人教師が日本人

教師との協働をどのように捉えたのか、実際はど

のように反応して対応したかについて分析するこ

とが今後の課題である。

注

(1)	 ティーム・ティーチングの定義については諸説

あるが、大きく分けると二つの捉え方があると

考えられる。一つは「同じ教室にメインで教

える教師とサブの役割を担う教師とが一緒

に入る」（中山, 2016,pp.76-77）ことであり、もう

一つは「授業には一緒に入るのではなく、週

2回の曜日で分け、交互に教える形」（ サラン
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ヤー・吉田, 2012, pp.130-131 ）である。筆者

らはその二つの捉え方を考慮した上で、本研

究では「複数の教師が同じ科目で同じ学生

を担当し、その機関や学習目標に合ったさま

ざまな方法で協力し合って働くこと」と定義し

た。

(2)	 PAC分析(Personal Attitude Construct 

Analysis)は調査協力者に特定のテーマに関

して自由に述べてもらってそれに基づいてそ

の人の態度やイメージの構造を分析するとい

う心理学分野の研究手法である。

(3)	 SCAT(Steps for Coding and Theorization)

はインタビューから得られた発話データの中

の注目したい語句を取り上げて4つのステッ

プで簡単な分かりやすいテーマや概念にコ

ーディングする手法である。

(4)	 ナラティブ(Narrative)研究の認識論や方法

論の相違によっ て、従来の先行研究のナラ

ティブへのアプローチに は、大きく分けて、ナ

ラティブ・テクストに着目す る構造的・機能的

アプローチ（Labov, 1972）と、語り手と聞き手

の相互行為を重視する対話的・構築主 義的

アプローチ（Ochs & Capps, 2001）がある。

(5)	 本研究では、ティーム・ティーチングは教師が

協働の具体的かつ密接な関係の機会と見な

し、教師同士の授業を核とした協働、授業外

の他の形の協働をすべて「協働」として捉え

る。
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